
今後の進め方について（案）

 本検証委員会に対し、１０月中を目途に中間報告が求められている。このため、中間報告に

向けて、３つの検証事項について、それぞれ以下のとおり進めることとしてはどうか。

今回（第１回）で一定の検証が完了したこととしてはどうか。なお、一部残された点に

ついては、時間を要する再現シミュレーションを除き、次回も検証し、中間報告につなげる

こととしてはどうか。

一定の検証を完了するべく、次回検証することとしてはどうか。

上記①②の検証を踏まえ、可能な限り速やかに検討することとしてはどうか。

 中間報告後については、中間報告の内容次第ではあるが、少なくとも再現シミュレーションにつ

いては、引き続き検証作業を進めることとしてはどうか。

① 北海道全域に及ぶ大規模停電の発生原因の分析（９月６日午前３時７分の地

震発生後、午前３時２５分の大規模停電発生まで）

② 大規模停電後、一定の供給力（約３００万kW）確保に至るプロセス（９月６日

及び７日）における技術的な検証（ブラックスタート電源の立ち上げ等）

③ 北海道エリア等において講じられるべき再発防止策の検討
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（参考）本検証委員会の設置の背景等について
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